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回

の定
例会の内容

は

議会報告会・意見交換会を
市内８地区で開催しました!!　

市政を問う
議会からあなたへ
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議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
で
は
、

議
会
の
主
な
活
動
等
を
説
明
・
報
告

す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

■
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　
　
　
鹿
沼
市
議
会
の
定
例
会
は
年

４
回
開
催
し
て
い
る
。
私
た
ち
一
般

市
民
が
傍
聴
す
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
。

　
　
　

市
議
会
定
例
会
は
３
月
、
６

月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
傍
聴
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
通
年
議
会
に
つ
い
て

　
　
　
通
年
議
会
に
つ
い
て
、
議
会

で
検
討
し
た
経
過
は
あ
る
の
か
。
定

例
会
以
外
に
臨
時
会
を
開
け
ば
良
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
１
年
を
通
じ
て

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
議
会
と

執
行
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　

通
年
議
会
は
栃
木
県
議
会
で

採
用
し
ま
し
た
が
、
地
方
議
会
で
は

ま
だ
研
究
段
階
で
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

な
ど
で
取
り
上
げ
、
十
分
に
研
究
、

勉
強
し
て
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

回
答

地区別参加者　　　　　　　　　　　　　　   （人）
開催地区 実施日 参加者数 男性 女性
南押原 ５月15日㈪ 27 25 2
北　部 ５月16日㈫ 23 22 1
板　荷 ５月16日㈫ 23 22 1
東大芦 ５月17日㈬ 28 25 3
粟　野 ５月17日㈬ 35 33 2
加　蘇 ５月18日㈭ 22 17 5
東部台 ５月18日㈭ 20 17 3
粕　尾 ８月４日㈮ 17 12 5

合計 195 173 22

必要
53.8%内容を検討

31.0%

良い
18.1%

まあ良い
39.2%

テーマ
が必要
11.7%

ふつう
14.0%

不明・未記入
17.0%

無くてもよい
6.4%

未記入
8.8%

まあ良い
46.8%

内容を検討
14.0% 未記入

12.3% 良い
26.9%

グ
ラ
フ
で
見
る

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

議会報告会・意見交換会
～もっと「議会」を身近に～

平成29年度　市内８地区で開催しました
　昨年度に引き続き、今年度は５月15日～18日と８月４日の５日間、
議会報告会・意見交換会を市内８地区で実施しました。ご参加いただ
いた皆様と、各会場では活発なやりとりが繰り広げられました。
　ここでは、その内容を抜粋してご紹介いたします。

意見交換会の内容 議会報告会の内容（活動概要） 議会報告会の内容（議会の概要）

特集
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■
議
員
定
数
に
つ
い
て

　
　
　
26
人
か
ら
24
人
へ
と
削
減
し

た
が
、
今
後
、
人
口
減
少
し
て
い
く

こ
と
か
ら
20
人
く
ら
い
が
妥
当
な
の

で
は
と
い
う
声
が
多
く
あ
る
。
議
会

と
し
て
の
考
え
を
知
り
た
い
。

　
　
　
鹿
沼
市
は
広
い
面
積
が
あ
り
、

市
道
が
奥
深
く
ま
で
あ
り
、
山
や
沢

が
あ
り
、
地
域
の
違
い
に
よ
る
課
題

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

こ
と
を
勘
案
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　
　
　
定
数
の
問
題
で
は
、
Ｉ
Ｔ
が

発
達
し
て
い
る
中
、
本
市
は
面
積
が

広
い
と
か
ど
の
地
域
の
代
表
だ
と
か

い
う
の
は
お
か
し
い
。
も
っ
と
広
く

市
全
体
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　

議
員
は
執
行
部
を
監
視
し
、

評
価
し
、
提
言
し
て
い
く
と
い
う
大

事
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
定

数
を
少
な
く
し
て
も
良
い
と
い
う
考

え
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
し
い

人
材
、
新
し
い
芽
吹
き
も
育
て
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
考
え
に
加

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会
の 

　
提
言
に
つ
い
て

　
　
　
総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会

で
精
力
的
に
議
論
を
交
わ
し
、
市
長

に
提
言
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
子
ど
も
の
安
全
対
策
の
充
実
と

あ
る
が
、
ど
ん
な
内
容
を
調
査
し
て

議
論
を
し
た
の
か
。

　
　
　

子
ど
も
の
安
全
安
心
は
、
行

政
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

広
く
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。
防
犯

カ
メ
ラ
、
防
犯
灯
、
見
守
り
隊
の
充

実
と
安
全
対
策
な
ど
が
重
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
と

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
の
夢
実
現
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
地
域
の
夢
実
現
事
業
は
具
体

的
に
議
会
で
は
ど
の
よ
う
な
話
で
通

過
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
各
地
区
で
行
わ
れ
る
説
明

会
の
前
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

　
　
　

自
主
財
源
の
１
％
、
つ
ま
り

１
億
４
千
万
円
を
地
域
の
た
め
に
使

う
事
業
で
す
。
現
在
、
既
に
自
治
会

活
動
に
分
配
し
て
い
る
費
用
が
１
億

円
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
差

し
引
く
と
新
た
に
地
域
の
夢
実
現
事

業
に
使
え
る
の
は
約
３
，
５
０
０
万

円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

予
算
を
算
出
し
て
手
を
あ
げ
ま
す
。

そ
の
第
１
次
の
審
査
の
届
出
が
７
月

末
に
あ
り
ま
す
。
今
年
初
め
て
の
試

み
な
の
で
、
９
月
末
に
も
２
次
募
集

す
る
よ
う
で
す
。

■
防
災
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
防
災
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

実
際
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

る
と
違
っ
て
い
た
こ
と
等
に
気
付
く

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

市
が
自
治
会
協
議
会
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
毎
年
一
回
は
市
内
一
地
区

で
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
災
害
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て

　
　
　
災
害
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
、

「
更
な
る
伝
達
方
法
及
び
内
容
の
充

実
・
強
化
が
必
要
と
な
る
。」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

課
題
が
生
じ
て
い
た
の
か
。

　
　
　

災
害
情
報
や
避
難
指
示
な
ど

が
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と

や
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
的
確
な
情
報
発
信
な
ど

議
会
と
し
て
も
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報
広
聴
委
員
会　
　

委
員
長　
大
貫　
毅

　
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
標
に
ス

タ
ー
ト
し
た
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
で
す
が
、
平
成
29
年
度
は

８
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。
鹿
沼

市
議
会
の
今
の
姿
を
少
し
で
も
皆

様
に
お
伝
え
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

　
皆
様
に
は
お
忙
し
い
時
間
に
ご

参
加
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
厳
し
い
ご
意
見
や
激

励
の
お
言
葉
、
ご
要
望
を
た
く
さ

ん
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
議
会

活
動
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
政
策

へ
の
提
言
や
提
案
等
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
も
皆
様
と
の
交
流
を
通
し

て
、
議
会
の
機
能
を
高
め
、
活
力

あ
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

議員の議会開会中以外
の政務活動内容を公開
してほしい。

議員は一部の地域ではな
く、鹿沼市全体を考えて
行動することを再認識し
てほしい。

議員に接する機会があっ
て身近に感じて良かった。

このような機会を増や
してほしい。毎年開催
してほしい。

地域の防災力の強化を
含め、良い検討及び協
議をしてください。

将来直面する福祉関
係の話題をもっと多
く聞きたかった。

財政が厳しいとは思うが、
もう少しお金を使って鹿沼
市を活性化させてほしい。

参加者の声
皆様から頂いたご意見の一部を

紹介します。
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を
政
市問
う

第２回定例会で15人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

6/14
  ～16

大大 貫　武男 議員

質　
　
問  

　

高
齢
者
の
事
故
防
止
の
対
策
と
運

転
免
許
自
主
返
納
者
の
現
状
と
返
納

し
た
人
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
　
弁
（
市　
長
）  

栃
木
県
初
と
な
る
リ
ー
バ
ス
・

予
約
バ
ス
の
「
終
身
無
料
乗

車
券
」
の
交
付
を
実
施
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
交

通
安
全
対
策
と
し
て
、「
子
ど
も
や

高
齢
者
に
優
し
い
３
Ｓ
（
ス
リ
ー
エ

ス
）
運
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
、
市
内
全
域
で
の
啓
発
・
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
老
人
ク
ラ

ブ
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
に
お
い
て
交

通
安
全
講
習
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
教
室
等
に
参
加

を
促
し
、
高
齢
者
に
対
し
て
危
険
性

の
確
認
や
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
免
許
自
主
返
納
の
現
状

は
、
平
成
27
年
度
177
件
、
平
成
28
年

度
は
229
件
で
あ
り
、
年
々
増
加
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年

４
月
に
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
を
開
始
し
、平
成
22
年
６
月
よ
り
、

65
歳
以
上
の
自
主
返
納
者
に
リ
ー
バ

ス
・
予
約
バ
ス
の
１
年
間
無
料
乗
車

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
実
績
は
、

平
成
27
年
度
は
100
件
、
平
成
28
年
度

は
131
件
、
平
成
29
年
度
で
は
、
４
月
・

５
月
の
２
カ
月
間
で
既
に
33
名
の
方

に
交
付
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
主
返
納
を
更
に
促
進

し
、
高
齢
者
運
転
に
よ
る
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
質
問
の
趣
旨
も
踏
ま

え
つ
つ
、
栃
木
県
内
初
と
な
る
リ
ー

バ
ス
・
予
約
バ
ス
の
「
終
身
無
料
乗

車
券
」
の
交
付
を
実
施
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

▲リーバス・予約バス終身無料乗車券

高
齢
者
運
転
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
伺
う

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。 2017　196号 （　）4



加加 藤 美智子 議員鈴鈴 木　敏雄 議員

質　
　
問  

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
教
育
次
長
）  

平
成
31
年
度
の
本
格
導
入
に

向
け
、
今
年
度
か
ら
準
備
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
地
域
で
育
ち
、
地
域
に

育
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
は

地
域
の
歴
史
や
文
化
・
風
土
を
大
切

に
し
、
地
域
の
人
材
や
資
源
を
積
極

的
に
活
用
し
な
が
ら
創
意
工
夫
を
生

か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

鹿
沼
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
Ⅱ

期
で
は
、
基
本
目
標
１
「
生
き
る
力

を
育
む
教
育
の
充
実
」
の
主
要
施
策

と
し
て
、「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
」
の
中
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
位
置
付
け
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
と
お
互
い
の
情
報
や
課

題
を
共
有
し
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
い
う
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
同
じ

ベ
ク
ト
ル
で
日
々
の
教
育
活
動
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
モ
デ

ル
校
と
し
て
数
校
を
指
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
平
成
31
年
度
の
本
格
導
入

に
向
け
、
準
備
検
討
作
業
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
７
月
に
は
制

度
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ま
た
保

護
者
や
地
域
住
民
等
と
の
協
働
に
よ

る
学
校
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

教
職
員
を
対
象
と
し
て
国
か
ら
派
遣

さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
に
よ

る
制
度
説
明
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
後
、
自
治
会
等
に
向
け
た

制
度
説
明
会
を
順
次
開
催
し
、
制
度

の
理
解
及
び
相
互
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　
　
問  

　
小
・
中
学
生
の
貧
困
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
　
弁
（
教
育
長
）  

就
学
援
助
制
度
に
よ
り
費
用

の
援
助
、
地
域
未
来
塾
に
よ
り

学
習
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
保
護
者
が
就
学
援
助

制
度
を
申
請
し
、
経
済
的
理
由
に
よ

っ
て
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
援
助
を
し

て
い
ま
す
。
要
保
護
・
準
要
保
護
の

実
績
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
が
545

名
、
平
成
27
年
度
が
561
名
で
す
。

　

次
に
、
就
学
援
助
に
認
定
に
な
っ

た
世
帯
に
対
し
て
、
援
助
で
き
る
費

目
で
全
学
年
共
通
の
も
の
は
、
学
用

品
費
、
学
校
給
食
費
、
虫
歯
治
療
費
、

眼
鏡
購
入
費
助
成
等
の
医
療
費
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
宿
泊
学
習
等

の
あ
る
学
年
に
対
し
て
は
、
校
外
活

動
費
、
新
１
年
生
に
対
し
て
は
新
入

学
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
の
あ
る
学

年
に
は
修
学
旅
行
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
就
学
援
助
制
度
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
か
ぬ
ま
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、
新
入
学
保
護

者
説
明
会
や
学
校
内
で
の
個
別
相
談

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
経
済

的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
習
が
遅
れ
が

ち
な
中
学
生
を
対
象
に
学
習
支
援
を

行
う
「
地
域
未
来
塾
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
生
を
対
象
に
保
健
福
祉
部

と
調
整
を
行
い
「
子
ど
も
の
学
習
支

援
事
業
」
と
一
体
実
施
す
る
形
で
民

間
委
託
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
教
育
委
員
会
の
「
地
域
未
来

塾
」
事
業
は
、
中
学
生
を
対
象
に
夏

休
み
期
間
中
に
科
目
を
数
学
・
英
語

に
限
定
し
て
実
施
予
定
で
す
。

未
来
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

伺
う

教
育
行
政
に
つ
い
て
伺
う

コミュニティ・スクールとは

　学校と保護者や地域の皆さんが
ともに知恵を出し合い、学校運営に
意見を反映させることで、互いに協
働しながら子供たちの豊かな成長
を支え「地域とともにある学校づく
り」を進める法律（地教行法第47条
の６）に基づいた仕組みです。
　コミュニティ・スクールには保護
者や地域住民などから構成される
「学校運営協議会」が設けられ、学
校運営の基本方針を承認したり、教
育活動などについて意見を述べると
いった取り組みが行われます。
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小小 島　　実 議員 大大 島　久幸 議員

質　
　
問  

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
　
弁
（
市　
長
）  

現
在
、
３
企
業
か
ら
合
計
70
万

円
の
寄
附
の
約
束
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

現
在
の
寄
附
状
況
は
、
６
月
１
日
現

在
、
３
企
業
か
ら
合
計
70
万
円
の
寄

附
の
約
束
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
企
業
名
は
今
公
表
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、
市
広
報
紙
へ
の

掲
載
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
Ｐ
Ｒ
方
法
で
す
が
、
５
月

１
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申

込
み
相
談
を
開
始
し
、
広
く
寄
附
を

募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
制
度
は
、
対
象
が
「
市
外
に
本

社
機
能
を
置
く
企
業
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
象
企
業
の
多
い
鹿
沼
工
業

団
地
総
合
管
理
協
会
の
平
成
29
年
度

定
期
総
会
に
招
か
れ
た
際
、
本
事
業

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
し
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
に
Ｐ
Ｒ

協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
事
業
は
、
寄
附
に
よ
る
財
源
確

保
と
い
う
効
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

広
く
企
業
に
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、

本
市
の
施
策
等
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

知
名
度
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
一
方
、

企
業
側
に
と
っ
て
も
寄
附
と
い
う
形

の
社
会
貢
献
と
し
て
企
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
事
業
で
す
の

で
、
今
後
も
積
極
的
に
制
度
を
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質　
　
問  

　

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
総
務
部
長
）  

各
自
主
防
災
会
や
自
治
会
の

班
や
組
な
ど
に
災
害
対
応
を

任
せ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

本
市
に
は
、
145
の
自
治
会
が
あ
り
、

う
ち
106
の
自
治
会
で
自
主
防
災
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
、
自
治
会
単
位
の

組
織
率
は
73.1
％
で
す
。
な
か
に
は
、

複
数
の
自
治
会
で
１
つ
の
自
主
防
災

会
を
組
織
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
自
主
防
災
会
の
規
模
は
、
大

き
い
と
こ
ろ
で
は
２
，
０
０
０
世
帯

を
超
え
る
一
方
、
小
さ
い
と
こ
ろ
で

は
20
世
帯
程
度
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　

自
治
会
単
位
よ
り
も
小
規
模
な
防

災
組
織
、
20
人
以
下
の
小
規
模
な
組

織
で
あ
れ
ば
、
決
断
も
対
応
も
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
組
織
化
さ
れ

た
自
主
防
災
会
を
更
に
細
か
く
分
け

る
と
な
る
と
、
自
主
防
災
会
の
数
が

大
幅
に
増
え
て
し
ま
い
、
市
か
ら
の

支
援
、
例
え
ば
資
機
材
の
支
給
な
ど

が
行
き
届
か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
既
存
の
自
主
防
災

会
を
細
分
化
す
る
の
で
は
な
く
、
各

自
主
防
災
会
や
自
治
会
の
中
の
班
や

組
な
ど
に
災
害
対
応
を
任
せ
る
こ
と

が
理
想
だ
と
考
え
ま
す
。
各
自
主
防

災
会
や
自
治
会
の
会
長
も
班
な
ど
が

決
断
を
下
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
会
長
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
先

進
市
の
運
営
支
援
の
あ
り
方
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
、
自
主
防
災
会
の
負

担
緩
和
と
市
民
の
安
心
安
全
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 ▲市ホームページ

  「企業版ふるさと納税」

鹿
沼
市
に
お
け
る
地
方
創
生
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う

災
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う
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島島 田　一衛 議員阿阿 部　秀実 議員

質　
　
問  

　

茂
呂
山
山
頂
の
展
望
台
を
含
め
た

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
経
済
部
長
）  

今
後
も
、
自
然
と
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

茂
呂
山
は
、
平
成
９
年
度
に
生
活

環
境
の
保
全
林
整
備
地
と
し
て
、
15.67

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
保
健
保
安
林
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
伐
採
に
つ
い
て

は
、
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県

民
税
事
業
に
よ
る
間
伐
事
業
を
例
年

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
眺

望
の
改
善
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
を

目
指
し
、
引
き
続
き
間
伐
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

茂
呂
山
は
市
街
地
に
隣
接
し
、
野

鳥
が
生
息
す
る
自
然
環
境
が
あ
る
た

め
、
市
民
に
健
康
増
進
と
憩
い
を
提

供
す
る
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
360
度
の
眺
望
の
実
現
や
ベ

ン
チ
の
設
置
、
芝
生
広
場
な
ど
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
希
少
な
野
鳥
や

昆
虫
・
植
物
の
生
息
を
守
る
た
め
、

今
後
も
自
然
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
施
設
等
の
開
発
に
つ
い
て
で
す
が
、

鹿
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
も
近

く
、
鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

す
る
立
地
で
も
あ
る
た
め
、
過
去
に

東
京
都
の
民
間
会
社
か
ら
施
設
整
備

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
事
業
の
話
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
も
地
元
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
専
門
民
間
事
業
者
の
導
入
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　
　
問  

　

年
度
前
３
月
支
給
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
教
育
次
長
）  

今
年
度
中
の
実
施
に
向
け
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
入
学
準

備
金
等
に
つ
い
て
、
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
、
小
中
学
校
の
入
学
に
際
し
、

入
学
準
備
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

そ
の
準
備
に
係
る
費
用
の
一
部
に
充

て
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

支
給
の
方
法
は
、
保
護
者
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
、
入
学
準
備
金
の
認
定

要
件
に
該
当
し
た
保
護
者
に
対
し
て

金
銭
に
よ
る
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
の

補
助
金
の
よ
う
に
、
準
要
保
護
生
徒

に
対
し
て
も
入
学
前
に
支
給
で
き
な

い
か
に
つ
い
て
、
本
市
の
就
学
援
助

の
認
定
は
、
６
月
に
前
年
の
所
得
が

確
定
し
、
そ
の
後
、
所
得
調
査
を
行

う
た
め
、
認
定
時
期
は
早
く
て
も
６

月
末
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

準
要
保
護
に
な
っ
た
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
を
支
給
す
る
時
期
は
７
月
ご
ろ
に

な
り
ま
す
。
今
回
、
平
成
29
年
３
月

31
日
に
、
国
の
要
保
護
児
童
生
徒
援

助
費
補
助
金
等
の
要
綱
の
一
部
改
正

が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
入
学

前
の
適
切
な
時
期
に
入
学
準
備
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
栃
木
県

内
他
市
町
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
年
度
中
の
実
施
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 ▲茂呂山の山頂展望台▲就学援助制度のパンフレット

茂
呂
山
の
整
備
と
活
用
推
進
に

つ
い
て
伺
う

就
学
援
助
に
つ
い
て
伺
う
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鈴鈴 木　　毅 議員

質　
　
問  

①
鹿
沼
あ
さ
ひ
台
工
業
団
地
周
辺
の

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

②
茂
呂
地
内
工
業
専
用
地
域
の
都
市

　

計
画
道
路
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）  

市
道
０
３
２
８
号
線
の
整
備

終
了
後
、
３・
４・
２
０
８
号

団
地
縦
貫
通
り
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

①
市
道
７
０
２
５
号
線
は
、
あ
さ

ひ
台
工
業
団
地
北
側
入
り
口
か
ら
幹

線
市
道
０
０
１
７
号
線
へ
の
連
絡
通

路
で
、
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
で
整
備
は

完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
道
再

整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
年

大
型
車
両
の
通
行
も
多
く
、
車
両
の

す
れ
違
い
や
歩
行
者
等
の
安
全
性
に

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
路
線
に
つ
い
て
は
、
鹿
沼
あ
さ

ひ
台
工
業
団
地
等
の
関
係
者
の
話
を

伺
う
な
ど
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

②
本
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
計

画
決
定
路
線
28
路
線
、
延
長
８
万
710

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
う
ち
未
着
手

路
線
は
３
・
４
・
２
０
７
号
鹿
沼
駅

裏
通
り
及
び
３
・
４
・
２
０
８
号
団
地

縦
貫
通
り
の
２
路
線
で
、
延
長
１
，

７
３
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ま
た
、
平

成
29
年
３
月
末
時
点
に
お
い
て
、
整

備
済
み
延
長
は
５
万
７
，
６
０
０
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
整
備
率
は
約
71.4
％

で
す
。
現
在
整
備
中
の
路
線
は
、３
・

４
・
２
１
１
号
鹿
沼
駅
東
通
り
を
含

む
５
路
線
で
、
延
長
は
７
，
１
８
９

メ
ー
ト
ル
で
す
。
現
在
、
茂
呂
地
内

工
業
専
用
地
域
内
の
市
道
０
３
２
８

号
線
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
路

線
が
終
了
し
た
後
、
３
・
４
・
２
０
８

号
団
地
縦
貫
通
り
の
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤赤 坂 日出男 議員

質　
　
問  

　

南
摩
ダ
ム
建
設
事
業
の
関
連
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
総
務
部
長
）  

ダ
ム
検
証
に
よ
り
約
７
年
間
休

止
し
て
い
た
た
め
、
現
在
の
社

会
情
勢
等
の
変
化
も
踏
ま
え
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
ハ
ー
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
対
し
て
の
要
望
書
は
、

本
年
４
月
26
日
に
上
南
摩
町
自
治
会

及
び
上
南
摩
町
自
治
会
南
摩
ダ
ム
対

策
委
員
会
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
１
つ
、
建
設

場
所
は
従
来
の
計
画
ど
お
り
上
南
摩

町
と
す
る
こ
と
。
２
つ
、
温
泉
施
設

は
湯
量
・
泉
質
・
湯
温
な
ど
を
も
と

に
内
容
を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
早
期
に
掘
削
す
る
こ
と
。

３
つ
、
上
南
摩
町
の
特
産
で
あ
る
そ

ば
を
活
用
し
て
遊
休
農
地
の
解
消
や

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
そ
ば

の
生
産
か
ら
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

提
供
ま
で
一
貫
し
た
整
備
の
支
援
を

す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
（
仮
称
）
ハ
ー
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
は
、
ダ
ム
検
証
に
よ
り
約

７
年
間
休
止
し
て
い
た
た
め
、
現
在

の
社
会
情
勢
等
の
変
化
も
踏
ま
え
て

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
要

望
書
へ
の
回
答
で
は
、「
い
た
だ
い

た
要
望
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
地
元
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
方
針
を
決
定
し
た
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

▲南摩ダム建設予定地

工
業
専
用
地
域
に
つ
い
て
伺
う

思
川
開
発
事
業
に
つ
い
て
伺
う
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石石 川 さやか 議員市市 田　登 議員

質　
　
問  

　

構
造
計
画
、
平
面
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
　
弁
（
市　
長
）  

市
民
対
応
ス
ペ
ー
ス
が
よ
り

広
く
確
保
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
構
造
計
画
方
針
に

は
、「
大
地
震
の
際
に
、
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
の
構
造
体
の
性
能

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
技
術
的
に
評

価
が
高
い
『
免
震
構
造
』
の
方
式
を

導
入
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
設
計
で
は
、

地
質
及
び
地
歴
調
査
も
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
新
庁
舎
の
階
層
、

建
築
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
を
十
分
に
考
慮
し
、
基
本
設
計
策

定
時
に
『
免
震
構
造
』
と
『
耐
震
構

造
』の
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
は「
鹿

沼
市
新
庁
舎
整
備
市
民
会
議
」
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
決
定
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

躯
体
構
造
に
つ
い
て
は
、
基
本
設

計
に
お
い
て
、
総
合
的
に
判
断
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
あ
る
い
は
鉄
骨
造
の

ど
ち
ら
が
採
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
行
集
成
板
）
の
活
用
も

含
め
、
可
能
な
限
り
木
質
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
平
面
計
画
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
に
「
望
ま
れ
る
庁
舎
の
整

備
す
る
機
能
」
と
し
て
、「
相
談
機

能
の
整
備
」、「
交
流
・
ま
ち
づ
く
り

機
能
の
整
備
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
オ
フ
ィ
ス
環
境
等
調
査
」
を
反
映

し
、
休
憩
や
交
流
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
や
相
談
室
な
ど
の
市
民
対
応
ス
ペ

ー
ス
が
よ
り
広
く
確
保
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
計
画
で
は
、
新
庁
舎

の
耐
用
年
数
を
65
年
以
上
と
し
て
お

り
、「
庁
舎
の
維
持
管
理
」
に
お
い
て
、

主
な
機
能
と
し
て
「
変
更
が
容
易
な

間
仕
切
壁
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
更
新

の
容
易
な
機
械
及
び
電
気
設
備
」等
、

庁
舎
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
配
慮

し
た
設
計
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

質　
　
問  

　

３
歳
児
健
診
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）  

視
力
検
査
・
聴
力
検
査
と
も
、

家
庭
で
の
検
査
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

視
力
検
査
と
聴
力
検
査
の
方
法
に

つ
い
て
、
視
力
検
査
・
聴
力
検
査
と

も
、
問
診
票
と
「
絵
視
標
」
と
「
聴

覚
自
己
検
査
絵
シ
ー
ト
」
を
事
前
に

郵
送
し
、
家
庭
で
の
検
査
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
視
力
検
査
で
は
、
2.5

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
状
態
で
左
右
の
目

を
片
方
ず
つ
隠
し
て
「
絵
視
標
」
の

絵
を
答
え
さ
せ
る
検
査
を
し
ま
す
。

聴
力
検
査
で
は
、「
聴
覚
自
己
検
査

絵
シ
ー
ト
」
を
用
い
、
１
メ
ー
ト
ル

離
れ
て
子
供
と
向
か
い
合
い
、
口
元

を
隠
し
て
さ
さ
や
き
声
で
絵
の
名
前

を
言
い
、
そ
の
絵
を
指
さ
し
さ
せ
る

検
査
を
し
ま
す
。
視
力
・
聴
力
い
ず

れ
の
検
査
も
、
家
庭
で
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
健
診
会
場
で
保
健
師
や

看
護
師
に
よ
り
再
度
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

視
力
検
査
と
聴
力
検
査
の
２
次
健

診
結
果
の
内
訳
で
す
が
、
平
成
28
年

度
の
視
力
検
査
の
２
次
健
診
結
果
は

24
人
の
受
診
児
の
う
ち
、
異
常
な
し

12
人
で
し
た
。
聴
力
検
査
の
２
次
健

診
結
果
は
、
135
人
の
受
診
児
の
う
ち

異
常
な
し
73
人
で
し
た
。
２
次
健
診

受
診
率
は
、
平
成
28
年
度
の
視
力
検

査
は
対
象
児
52
人
中
24
人
の
受
診
で

40.7
％
、
聴
力
検
査
で
は
対
象
児
217
人

中
135
人
の
受
診
で
62.2
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▲「絵視標」と「聴覚自己検査絵シート」

子
ど
も
の
視
力
・
聴
力
に

つ
い
て
伺
う

新
市
庁
舎
建
設
に
お
け
る
主
な

設
計
テ
ー
マ
・
設
計
条
件
に
つ
い

て
伺
う
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大大 貫　　毅 議員

質　
　
問  

　

北
小
学
校
の
耐
震
改
修
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
　
弁
（
市　
長
）  

耐
震
補
強
と
長
期
的
に
校
舎

の
使
用
が
で
き
る
よ
う
基
本

設
計
を
策
定
し
、
改
修
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
の

内
容
に
つ
い
て
、「
北
小
学
校
木
造

校
舎
耐
震
補
強
技
術
検
討
会
」
で
大

規
模
木
造
校
舎
の
耐
震
補
強
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
検
討
会
で
は
、
耐
震
補
強
だ
け

で
は
な
く
、「
校
舎
と
し
て
使
い
続

け
る
こ
と
」、「
現
状
の
形
を
で
き
る

だ
け
残
し
て
い
く
こ
と
」、「
児
童
が

過
ご
し
や
す
い
校
舎
で
あ
る
こ
と
」

の
３
項
目
を
基
本
方
針
と
し
、
歴
史

的
な
価
値
を
残
す
た
め
の
技
術
的
・

法
的
な
事
項
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
耐
震
補

強
と
長
期
的
に
校
舎
の
使
用
が
で
き

る
よ
う
基
本
設
計
を
策
定
し
、
改
修

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
南
棟
・
北

棟
・
特
別
教
室
棟
は
、
内
外
壁
や
天

井
を
は
が
し
、
筋
交
い
を
設
置
す
る

ほ
か
、
金
物
固
定
等
の
補
強
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
西
棟
・
ト
イ
レ
棟
・

渡
り
廊
下
は
、耐
震
化
だ
け
で
な
く
、

防
火
性
能
の
向
上
を
図
る
た
め
耐
火

建
築
物
に
改
築
し
ま
す
。

　

補
強
に
併
せ
た
改
修
は
、
老
朽
化

し
た
給
排
水
管
や
照
明
器
具
等
の
更

新
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
給
食
用
昇

降
リ
フ
ト
の
設
置
等
、
今
後
校
舎
と

し
て
使
い
続
け
て
い
く
た
め
、
ま
た

児
童
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
に
必
要
な
改
修
を
予
算
の
範

囲
内
で
優
先
順
位
を
つ
け
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
着
工

は
来
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

詳
細
な
改
修
内
容
や
工
事
費
、
工
期

等
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
実
施
設
計

を
行
い
、
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

谷谷 中　恵子 議員

質　
　
問  

　

障
が
い
者
団
体
の
現
状
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
の
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）  

障
が
い
者
団
体
は
、
市
内
に

９
団
体
あ
り
、
会
員
数
の
合

計
は
３
１
４
名
で
す
。

　

障
が
い
者
団
体
の
現
状
に
つ
い

て
、
市
内
の
障
が
い
の
あ
る
方
で
構

成
さ
れ
て
い
る
団
体
は
９
団
体
あ

り
、
会
員
数
の
合
計
は
314
名
で
す
。

こ
の
う
ち
、
最
大
の
団
体
の
会
員
数

は
93
名
、最
小
の
団
体
は
５
名
で
す
。

活
動
の
概
要
は
、
最
大
会
員
数
団
体

の
主
な
も
の
は
、
歩
行
訓
練
事
業
・

宿
泊
研
修
・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参

加
等
、
最
少
会
員
数
団
体
の
主
な
も

の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
・
講
座
の
受

講
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
す
。

市
で
は
団
体
の
事
務
局
を
担
っ
て
い

る
ほ
か
、
宿
泊
訓
練
や
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
等
の
事
業
の
委
託
や
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
予
算
は
、

団
体
へ
の
補
助
金
総
額
が
23
万
５
千

円
、
委
託
料
総
額
は
160
万
円
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
啓
発
に
つ

い
て
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
は
、
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
障
が
い
者

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
協
力

し
、
開
催
に
向
け
た
運
営
を
独
自
に

行
っ
て
お
り
、
市
は
後
援
団
体
と
し

て
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
来
場
者
数

は
、
平
成
27
年
約
２
，
０
０
０
人
、

平
成
28
年
約
１
，
０
０
０
人
、
平
成

29
年
約
１
，
０
０
０
人
で
、
多
く
の

市
民
の
参
加
を
促
す
意
味
で
、
広
報

か
ぬ
ま
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
中

身
に
つ
い
て
も
参
加
者
や
協
力
者
等

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
図
っ
て
い
ま
す
。

北
小
学
校
の
耐
震
改
修
に

つ
い
て
伺
う

障
が
い
者
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う

ふれあいフェスタinかぬまとは

　福祉やボランティア活動を正しく理
解し、共に助け合う笑顔に満ちた社会
を目指し、障がいのある人もない人も
共に楽しみ、互いの理解と交流を深め
る「福祉の祭典」です。
　当日は太鼓やマーチングバンドの演
奏、模擬店のほか、車いす体験やアイ
マスク体験なども行われます。
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鰕鰕 原　一男 議員佐佐 藤　　誠 議員

質　
　
問  

　

生
活
保
護
と
障
が
い
者
業
務
に
関

わ
る
窓
口
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が

不
十
分
で
あ
る
の
で
、
来
庁
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
改
善
を
提

案
し
、
今
後
の
庁
内
各
部
署
の
配
置

に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
問
う
。

答　
　
弁
（
財
務
部
長
）  

１
階
の
窓
口
に
新
た
に
カ
ウ

ン
タ
ー
用
仕
切
り
板
を
13
台

追
加
設
置
し
ま
し
た
。

　

庁
内
各
部
署
の
配
置
は
、
主
に
市

民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か

ら
、
組
織
機
構
の
改
編
等
に
併
せ
た

配
置
変
更
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
現

在
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
至
っ
て

い
ま
す
。
厚
生
課
と
障
が
い
福
祉
課

で
は
、
利
用
者
の
状
況
を
勘
案
し
、

長
年
に
わ
た
り
現
在
の
位
置
で
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
相
談
内
容

に
応
じ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
対
応
と

個
室
の
相
談
室
で
の
対
応
に
分
け
て

相
談
業
務
等
を
行
う
こ
と
で
来
庁
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
施
し
た
オ
フ
ィ
ス

環
境
等
調
査
に
よ
り
「
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
」

と
の
報
告
を
受
け
、
関
係
課
で
協
議

を
し
、
厚
生
課
保
護
係
や
障
が
い
福

祉
課
な
ど
の
１
階
窓
口
に
新
た
に
カ

ウ
ン
タ
ー
用
仕
切
り
板
を
13
台
追
加

設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
す
が
、
来
庁
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
な
が
ら
、
窓
口
環
境
の
改

善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
の
新
庁
舎
整
備
に
お
い

て
も
、
来
庁
者
目
線
に
よ
る
窓
口
相

談
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
な
が

ら
、
利
便
性
が
高
く
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
部
署
の
配
置
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質　
　
問  

　

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
整
備
に
つ

い
て
、
東
小
学
校
改
修
予
定
及
び
校

舎
内
装
改
修
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
教
育
次
長
）  

東
小
学
校
を
含
め
た
学
校
施

設
全
体
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
、
計
画
的
に
改
修
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

東
小
学
校
改
修
予
定
に
つ
い
て
で

す
が
、
東
小
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
大

規
模
な
改
修
実
績
は
、
平
成
22
年
度

に
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
、
平

成
23
年
度
に
校
舎
耐
震
補
強
工
事
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
の
３

ヵ
年
で
校
舎
外
装
改
修
工
事
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
改
修
予
定

は
、
普
通
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
と
給
水
設
備
外
改
修
工
事
の
第

１
期
と
し
て
ト
イ
レ
洋
式
化
を
含
む

ト
イ
レ
内
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
及

び
老
朽
化
し
た
給
水
管
な
ど
の
更
新

工
事
を
今
年
度
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

屋
内
運
動
場
は
、
雨
漏
り
な
ど
全
体

的
に
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
た
め
、
内

外
装
の
改
修
を
次
年
度
以
降
に
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
東
小
学
校
校
舎
内
装
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
耐
震

補
強
や
外
装
工
事
は
完
了
し
た
も
の

の
、
内
装
は
老
朽
化
し
て
い
る
状
況

で
す
。
し
か
し
、
東
小
学
校
の
ほ
か

に
も
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
が
あ
る

た
め
、
学
校
施
設
全
体
に
お
け
る
長

寿
命
化
の
た
め
の
整
備
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
計
画
的
に
改
修
し
て
い
く

予
定
で
す
。
よ
っ
て
、
将
来
的
な
課

題
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲市庁舎１階の窓口 ▲東小学校

第
７
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
伺
う

市
役
所
の
窓
口
改
革
に
つ
い
て

伺
う
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提出議案について

議員の賛否を公表市長提出議案35件、議員提出議案１件が審議されました。
議員数23名、表決参加議員数22名（議長は表決には加わりません。）

 
　　 

反
対【自民党】鈴木　毅・鰕原一男

不
参
加

【無所属】佐藤　誠

除
斥【無所属】石川さやか

議案64　鹿沼市農業委員会委員の任命について
　　（15ページをご覧ください。）

賛
　
成

【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【自民党】津久井健吉・増渕靖弘・赤坂日出男
【経世会】舘野裕昭・小島　実・湯澤英之・
　　　　  関口正一

【民進党】島田一衛・大貫　毅
【無所属市民クラブ】加藤美智子・大島久幸・
　　　　  大貫武男・船生哲夫

【日本共産党】阿部秀実
【親悠会】市田　登・谷中恵子

専
決
処
分
事
項
（
平
成
28
年
度
補
正
予
算
）

議案34号　平成28年度鹿沼市一般会計補正予算（第４号）について
　歳入については、市税、地方交付税、国県支出金、諸収入、市債等の増減額を計上し、歳出については庁舎建設基
金積立金、財政調整基金積立金、臨時福祉給付金給付事業費、中小企業経営対策事業費、地方債償還利子等の増減額
を計上したもので、この補正額を3億3,651万1千円の減とし、予算総額を403億7,660万2千円とするものです。

議案35号　平成28年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については、これを国民健康保険準備積立基金積立金に計上した
もので、この補正額を5,179万円8千円の増とし、予算総額を133億7,927万5千円とするものです。

議案36号　平成28年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計補正予算（第４号）について
　歳入については、繰入金、諸収入、市債の増減額を計上し、歳出については、下水道事務所管理費、地方債償還
利子の減額を計上したもので、この補正額を1,730万円の減とし、予算総額を24億5,373万8千円とするものです。

議案37号　平成28年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会計補正予算（第３号）について
　歳出予算の更正として、農業集落排水管理事務費の増額を計上し、農業集落排水処理施設管理費を減額するもの
です。

専
決
処
分
事
項
（
条
例
の
一
部
改
正
）

議案38号　鹿沼市税条例等の一部改正について
　地方税法等の一部改正に伴い、肉用牛の売却所得に係る市民税の免税期間の延長、優れた燃費性能を有する軽自
動車に対する軽自動車税の税率軽減期間の延長等を行うためのものです。

議案39号　鹿沼市都市計画税条例の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、大規模地震が発生した場合における備蓄倉庫として管理協定が締結された倉庫に係
る都市計画税の課税標準の特例の廃止等を行うためのものです。

議案40号　鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正について
　地方税法施行令の一部改正に伴い、低所得世帯に対する国民健康保険税の減額措置が適用される納税義務者の範
囲を拡大するためのものです。

賛否の分かれた議案

全議員が賛成した議案（可決）

可 決
賛成　18名

反対　02名

不参加  1名

除斥　01名
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平
成
29
年
度
予
算

議案41号　平成29年度鹿沼市一般会計補正予算（第１号）について
　歳入については、国庫支出金、繰入金、諸収入の増額を計上し、歳出については、協働のまちづくり推進事業
費、こども発達支援センター整備事業費、観光施設整備事業費等の増額を計上したもので、この補正額を8,928
万４千円の増とし、予算総額を382億3,928万４千円とするためのものです。

規
約
の
変
更

議案42号　栃木県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
　栃木県後期高齢者医療広域連合の議員の定数を、人口数によらず市町ごとに定めることに伴う同広域連合規約の
変更について、関係地方公共団体と協議するためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案43号　鹿沼市議会議員及び鹿沼市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例及び鹿沼市
　　　　　長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部改正について

　公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動における自動車の使用並びにポスター及びビラの作成に係る公費
負担の額を引き上げるためのものです。

議案44号　鹿沼市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律施行条例
　　　　　の一部改正について

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、引用する同法の条
項を整理するためのものです。

議案45号　鹿沼市高齢者福祉センター条例の一部改正について
　高齢者福祉センターの附属設備に係る使用料を定めること等のためのものです。

条
例
制
定

議案46号　鹿沼市芦の郷公園条例の制定について
　大芦川の豊かな自然環境を生かした市民の憩いの場及び交流の場を創出することにより地域の振興を図るため、
鹿沼市芦の郷公園を設置するためのものです。

人
　
事

議案47号～49号　人権擁護委員候補者の推薦について
　　（15ページをご覧ください。）

議案50号　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　　（15ページをご覧ください。）

議案51号～63号、65号～68号　鹿沼市農業委員会委員の任命について
　　（15ページをご覧ください。）

議
員
提
出
議
案

議員案４号　新庁舎整備検討特別委員会の設置について
　　（15ページをご覧ください。）

全 員 が
賛 成

可 決

2017　196号（　）13



注目議案の解説

クローズアップ鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

～未来を担う子どもを育むために～

こども発達支援センターあおば園が増築されます。
■議案第41号　平成29年度鹿沼市一般会計補正予算（第１号）
　　　　　　　 について

　発達が気になる子どもの一人ひとりの発達段階に合わせ、運
動、言語、生活習慣など、遊びや学びを通し、豊かな成長が遂げ
られるよう、様々な療育プログラムを実施している「こども発達
支援センターあおば園」の増築が行われます。
　施設は集団生活への適応やグループ指導を行う療育室及び専門
スタッフによる発達相談や小児科医相談を行う相談室などが整備
されます。
　これにより、平成30年度から一日の利用定員の上限20人を30
人とし、子どもやそのご家族に対する支援体制の更なる強化が図
られます。

～大芦川の豊かな自然環境を生かして～

鹿沼市芦の郷公園が整備されます。
■議案第46号　鹿沼市芦の郷公園条例の制定について

　大芦川の豊かな自然環境を生かした市民の憩いの場及び交流の
場を創出することにより地域の振興を図るため、栃木県が引田地
区内に「鹿沼市芦の郷公園」の整備を進めています。
　施設は、多目的屋内施設（ゲートボール場２面）、多目的広場

（ヘリポート兼用）、管理棟（消防団用車庫、公衆用トイレ）、
駐車場が整備されます。

～新たな農業委員会制度がスタート～

鹿沼市農業委員会委員が任命されました。
■議案第51～68号　鹿沼市農業委員会委員の任命について

　平成28年４月１日からスタートした新農業委員会制度に基づく
委員として、現任委員の任期満了に伴い18名の新農業委員会委
員が任命されました。委員は、これまでの公選制から地域推薦・
公募になり、市長が議会の同意を得て任命する方法に変わりまし
た。
　農業委員会は農地法の許認可事務だけではなく、これまで以上
に担い手への農地集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、
農業への新規参入の促進に積極的に取り組むことになります。
　また、農地等の利用の最適化の推進のため、担当地区における
農地等の利用最適化の推進に熱意と識見を有する者のうちから、
農地利用最適化推進委員を委嘱することになりました。
　農業委員会委員と農地利用最適化推進委員は、鹿沼市の非常勤
特別職公務員で、力を合わせて農地等の利用の最適化の推進のた
めの活動を行います。

▲鹿沼市芦の郷公園の整備の様子

▲こども発達支援センターあおば園
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平成29年第２回

６月定例会の結果 定例会で人事等が決まりました。

　　鹿沼市農業委員会委員（議案第51～68号）

　　  篠原　和夫（しのはらかずお・武子）
　　  根本　和男（ねもとかずお・上日向）
　　  牧島　俊男（まきしまとしお・入粟野）
　　  大森　用子（おおもりようこ・下永野）
　　  毛塚　欣伸（けづかよしのぶ・下永野）
　　  廣田　和世（ひろたかずよ・西沢町）
　　  益子　裕幸（ますこひろゆき・北半田）
　　  村上　信吉（むらかみしんきち・上殿町）
　　  奈良部繁雄（ならぶしげお・西茂呂２丁目）
　　  鈴木　克男（すずきかつお・磯町）
　　  青柳　秀男（あおやぎひでお・下久我）
　　  石川　喜治（いしかわよしはる・野尻）
　　  福田　　裕（ふくだゆたか・亀和田町）
　　  塩入　佳子（しおいりよしこ・朝日町）
　　  矢野　律子（やのりつこ・板荷）
　　  豊田　道有（とよだみちあり・富岡）
　　  福田　春男（ふくだはるお・千渡）
　　  江俣　伸一（えまたしんいち・上石川）

▶用語解説「農業委員会委員」

　農地法の許認可事務や、担い手への農地集約・集積化、耕作放
棄地の発生防止・解消、農業への新規参入の促進をするための委
員。農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関
する事項その他の農業委員会の所掌に関する職務を適切に行うこ
とができる者のうちから議会の同意を得て市町村長が任命する。

　特別委員会の設置
　本会議で特別委員会を設置しました。（議員案第４号）

◇新庁舎整備検討特別委員会（定数23人）

委員長 増渕　靖弘

副委員長 関口　正一

委員 全議員

付託調査事項 １．新庁舎整備に関すること

　委員会が付託された調査事項について、今後検
討していきます。

　人　事　　　　　　　  （敬称略）

　本会議で人事が決まりました。（議案第47～68号）

　　人権擁護委員（議案第47～49号）

　　  鈴木　改子（すずきかいこ・磯町）
　　  川久保　博（かわくぼひろし・下粕尾）
　　  杉山　哲之（すぎやまてつゆき・加園）

▶用語解説「人権擁護委員」

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常
勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は3年で、
再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用
の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の普
及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権を
擁護していく活動をしている。

　　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員（議案第50号）

　　  出張　千史（ではりちふみ・坂田山）

▶用語解説「固定資産評価審査委員会委員」

　固定資産を適正に評価し、市町村長が行う価格の決定を補助す
るための委員。固定資産の評価に関する知識及び経験を有する者
のうちから議会の同意を得て市町村長が選任する。

　請願 ･ 陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の
善処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してください。

※注意事項

①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

件名　○○○○について

要旨　○○○○の△△に関する
××を要望します。

理由　□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成　年　月　日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報紙は31,000部作成し、1部当たり14.3円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会

議会からの お 知 ら せ
NEWS & INFORMATION

8月
月 火 水 木 金 土 日

9月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
総務常任委員会

10：00
決算特別委員会

10：00
決算特別委員会

環境経済常任委員会
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 28 29 30 31 9/1 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30   10/1

　平成29年４月10日に開催されました
第293回栃木県市議会議長会議におい
て、鹿沼市議会議長が会長に就任しま
した。併せて、関東市議会議長会の支部
長と全国市議会議長会の理事を兼任し
ます。
　県内各市議会と連携を図り、議長会
議や様々な意見交換の場を通して、共通
の議題等の解決に取り組んでいきます。

　市民に対して、政務活動費の執行状
況を積極的に情報公開するため、議長
に対し提出された収支報告書と領収書
その他の証拠書類を議会事務局で閲覧
することができます。
　平成28年度分の政務活動費から収支
報告書と領収書をホームページで公開
しています。

　鹿沼市議会文化・スポーツ・芸術振
興議員連盟写真展に出品した中から、
今回は荒井議員の作品を掲載します。
　新緑の清々しさとヤグルマギクの可
憐さが、初夏の彩りを感じさせる作品
です。

栃木県市議会議長会の会長に就任しました。

インターンシップを受け入れました！
　７月４日㈫～７日㈮の４日間、栃木県
立鹿沼商工高等学校のインターンシッ
プ実習生を受け入れました。実習生２
人は、会議録作成等の事務作業を体験
しました。

 政務活動費収支報告書等を
 ホームページで公開！

 表紙の写真は

 議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページ
　または議会事務局までお問い合わせください。（電話63ー2203）
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議員の手助けをする仕事を体験して、た
くさんの人が加わって議会が成立する
ということを学ぶことができ、とても勉
強になりました。


